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意識が明確でないとした学生 (B群）の 1年間の変化をみた。課程別の大きな特徴はみえなかったが，1N 2 
年生に各項目にわた ってマ イナス面への変化があり ，3年生は最終学年生としての目標達成への努力自党の一













現在第 1看護科 (l・N)と第 2看護科 (2N) 
に在学している 252人。以下 1N, 2 Nと記す。
1 Nは 93.2%が高校普通科の卒業で， 2Nは
89.6%が高校衛生看護科の卒業である。出身地
域は中国地方 1Nが 78%,2 Nが 65.2%で最も
多く，次いで九州近畿地方である。年齢は 1N 
が18から 20歳が 83.4%,2Nは 87.0%である。
期間
第 1回 1987年 7月1日から 7月3日











課程 三1年 2年 3年 計
第1看護科 (1N) 51 I 40※|5 I 146人
第2看護科 (2N) I 53 I 53 
































•--— • ] N累fi1度数の・§ll合
ー 2N累祖度数の割合
忽鵬----・ 1 N 
こコ ー— 2 N 
数字％
表 3 身近な人達の反応
賛成 ・反応対 父 母
周囲の 担任の
友人の反 大人 先生
賛成 53.4 60.1 52.1 55.5 59.6 
1 N ... -.. -・・・-・・ -----------------------..... 
反対 15.8 13.0 12.3 8 9 5. 5 
賛成 62.3 75.5 64 2 76.4 77.4 
2N ・●●  ● ー・ ------------------..... ・・.--疇~―- -----,. 





























1 N 2 N 
進路先 ------------------・・・・・・・ ・ 
146人(100) 106人(100)
看護学校 だけ
（＊短学大以も外含のむ大学） 68 (46.6) 80 (75 5) 
他の進路 78 (53 4) 26 (24.5) 
大 学 49 (62.8) 10 (38.5) 
短 大 22 (28.2) 4 (15.4) 
各種学校 4 (5.1) 6 (23 1) 
就 職 2 (2 6) 5 (19.2) 


























































が 1Nは 11.6%, 2 Nが 13.2%である。
B) 1987年と 88年の学年別
1 N 3年 (1986年入学）と 2年生 (1987年
入学） 2 N 2年生 (1987年入学）について，
1年間で進路選択に対する評価に変化があっ
たか否かをみた。1N 3年生は変化が認めら
れないが， 1N 2年生は ZO=-3.0344, P<  







-1. 9070, P < 0. 05で有意の差があっ た。
②看護職の適合性
A) 1988年在学生
1 N, 2 N共に適合性がある（「合っている」と
「まあ合っている」）と答えているのは，「将来設計」
「仕事観」「興味 • 関心」「体カ ・ 身体的粂件」で
ある。適合性がないのは「学力」「性格」で，
表 4 R 進路選択に対する評価
1 N 2 N 
問違 ってい な 47 34 
かったと思 う (32.9) (32.1) 
まあ大した間違 51 41 
いはなかった (34.9) (28.1) 
いろいろ と間題 25 15 
があったようだ (17.1) (14 2) 
間違 っていた 6 2 
と 思 う (4.1) (1.4) 
わからない
17 14 





検定したものが表 6,7, 8である。 1N 3年
はB群共に「体力」に変化があった。1N 2年
は「興味 •関心」「学力」「体力」「将来設計」
で変化があったが， B 群は 「典味 • 関心」だ

























1 N 3年 IN 2年 2 N 2年
1987年j198年 1987年： 198年 1987年： 198年
澗違っていな 17 : 12 27 9 23 I 1 
かったと思．ぅ (29,8) : ＇ (21 8) (46 6) : (2.5) (45 I) j (32.0) 
まあ大した1間違 1 I 22 20 : 14 24 I 20 
いはなかった (19.3) : (40 0) (34 5) : (35 0) (47 1i I (38.ol 
いろいろと問題 10 j 12 3 : 7 0 : 9 
があったようだ (17.5) I (21.8) (5 I) : (17.5) (oJ i (16 9) 
間違って いた 2 : 3 0 : 2 2 : I 
と 思 う (3 6) ! (54) (0) ¥ (50) (3 9) i (1. 8) 
わからない
17 i 6 8 j 8 2 i 6 












21.8 60.0 16.4 1.8 10.0 70.0 15.0 5.0 
(24.6) (57.9) (17 5) (0) (36.2) (55.2) (6 9) (1. 7) 
学 力
5.4 60.0 31 0 3,6 2 5 47 5 40 0 10.0 
(5.3) (59 6) (31 6) (3 5) (10.4) (72.4) (17. 2) (0) 
体力や身体
20.0 49.2 23 6 7 2 17 5 65 0 12 5 5 0 
(33 3) (50.9) (14.0) (1.8) (37 9) (50 0) (12 1) (0) 
仕庫観・殿業観
25.5 58. 2 14. 5 1.8 35 0 50.0 10 0 5 0 
(38.6) (43.9) (17.5) (0) (48 3) (44 8) (5 2) (1 7) 
性 格
18 2 49. 2 29.0 3.6 7 5 51 4 38.5 2 6 
(14.0) (57. 9) (26 3) (1 8) (17. 2) (51.8) (31 0) (0) 
将来設計
32. 7 47.4 12. 7 7.2 17.5 62 5 20.0 
゜(31.6) (52.6) (15.8) (0) (36 2) (56 9) (6.9) (0) 
表7 看護職の適合性 B群






合っている 合ってない 合っている 合ってない
典味 • 関心
17 1 62 9 20.0 
゜゜
66.6 26. 7 6 7 
(19.4) (58.0) (22.6) (0) (28.0) (56.0) (16.0) (0) 
学 力
2.6 60.5 34.3 2.6 33.3 46.6 6 7 13.4 
(6 5) (51.5) (35.5) (6. 5) (4.0) (73 0) (24.0) (0) 
体力や身体
14.3 57.1 22 9 5 7 6 7 73 2 13 4 6 7 
(29.0) (54 9) (16.1) (0) (24.0) (54 0) (24 0) (0) 
仕車観・職業観
11 4 74 3 14.3 
゜
40 0 40 0 13 4 6.6 
(38. 7) (38. 7) (22.6) (0) (36 0) (52 0) (8 0) (4 0) 
性 格
11.4 57 2 31 4 
゜
14 3 35. 7 50 0 
゜(12. 9) (58 1) (29 0) (0) (12.0) (48.0) (40.0) (0) 
将来設計
28.6 54.3 11 4 5, 7 20 0 60 0 20 0 
゜(32.3) (48 3) (19.4) (0) (28.0) (60.0) (12 0) (0) 

















75 1 17.3 3 8 
(66. 7) (13. 7) (0) 
52. 9 39.6 7.5 
(62. 7) (33 3) (2.0) 
53.8 18 0 1.8 
(52. 9) (21 6) (0) 
55.6 26.4 
゜(72. 5) (9.9) (0) 
52. 9 22.6 11 3 
(54 9) (23 5) (4 0) 
58. 5 13 2 3 8 




I N 3 年 1 N 3年 B群 1 N 2 年
Z=-3.0239| p<O.0025 










1 N 3 年 1 N 2 年
S62年： 563年 562年： 563年
34人： 23人 37人： 23人
(59. 7) ; (41 8) (63 8) : (57 5) 
19 : 28 18 : 15 
(33.3) : (51 0) (31 0) : (37 5) 
4 : 4 3 2 
(7.0) : (7 2) (5. 2) (5 0) 
有意差のあったもののみ記入
2 N 2 年
S62年； S 63年
32人： 22人
(62. 7) : (41 5) 
14 : 27 
(27.5) : (50 9) 
5 : 4 
(9.8) : (7 5) 
（）は％
本学看護学生の看護職への態度に関する調査 53 
④ 1 N 3年
図2 職業イメージの変化
⑧ 1 N 2年
1 2 3 4 5占 1 2 3 4 5占 I 2 3 4 5占
"" 

















c 2 N 2年
表10 臓業イメージ，検定結果





Z=-2 5399 P <D 0075 Z=-1 8126 P<O 04 Z=-25338 P <D 0075 
仕事の将来性 Z=-2.5050 P<O 0075 Z =-1.8969 P<O 03 Z=-2 7078 P<O 05 ー--レ勤務時 間 --- ／ --し—--- -（互15150)(P <0.075) 仕事の内容 ー -一ーレ 一一Z=-1 8388 P<O 04 作業現境 一一
-- Z =-2 6825 P<0.05 
--
--- --レ---
社 会 的 評 価 （互1.482)(P<0.075) ー ／ー Z ;-2 2468 P<O 0125 Z = -2 5514 P<O 075 -レ仕事の専門性 Z=-1 6778 P<O 05 ー一(z:l 6088) (P <0.075) --一----— レ社会的共献 z ~-1 6573 P<O 05 （互I5503) (P<O 075) Z=-3 7270 P<0.0025 （互I6'l17) (P<0.075) Z= 1 7854 P<0.04 
やりがい Z=-3 4216 P <O 0025 Z=-2 5360 P<O 075 Z=-2 164 P<O 0175 
----— -z~-2.mo P<0.015 人 間関 係 -----レ—-- 一
レ -- -レ（ ）内は有意水準 0.06%以上， 0.075%以下
の将来性」 3位は 1N 「仕事の専門性」「社会
的貢献」（同点）2N「賃金収入」である。逆
に悪いイメ ージのものは， 1N, 2 N共に「勤
務時間」次いで「人間関係」であ った。
B) 1987年と88年の学年別




加わって 6項目となっている。 2N2年生は 5項
目に変化があり，3項目は lNと共通している
が「勤務時間」「仕事の内容」が違ってい る。












































































きる。 1年次半ば (7月）からの 1年間 (2年次 7月
まで）は，購義も専門教育科目が増え，看護実習
では総合I（病院での見学実習 2日） I （患者を
観察する 5日）を経験したところで，患者を受
表11 生活上の重視度
1 N 3 年 1 N 3年 B群 1 N 2 年 IN 2年 B群 2 N 2 年
身体や健康1こ
Z =2 5969 P<0.005 Z=I 9231 P<0.03 レ レー一
一一
関すること - ー／学業や実習に (Z=I 3630) (P<O I) (Z=l 4018) (P<O.l) Z=2.2197 P<O 015 (2:1.4696) (P <D 075) 
一-
関すること
進跨に -ー L し一 し—---関すること - -- ----•一 -家族に Z= 2 1264 P<O 0175 レ
一
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看護学生の進路選択と進路設計， 日本看護協会調
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